













築するための予備調査の際、ラトビア国立美術館（Latvian National Museum 
of Art）から送られてきた江戸時代に流行した黄檗様彫刻によく似る釈迦如来













　本像（図 1 − 8）は、腹前で禅定印を結び右足を外にして結跏趺坐する釈迦




























 頂―顎  22.0 面　長  13.0 面　幅  13.0
 耳　張  15.9 面　奥  18.7 胸　奥（現状） 右 14.7
 腹　奥（現状）  15.7 肘　張  44.3 膝　張  50.0






























2008 年 8 月）。
6） 今津節生・楠井隆志「長崎市聖福寺釈迦如来坐像の像内納入品 X線 CT スキャナー
による調査」（『月刊考古学ジャーナル』621、2011 年 11 月）。
 他の作例では、長崎市崇福寺本尊釈迦如来坐像の像内に銀製の五臓、銘札、扇子、
絹織布が納められていたことが知られる。製作地は不明ながら、承応 2 年（1653）
に唐人仏師である徐潤陽・宣海錦らによって造られたことがわかる。また 2013 年 1 月、
同市興福寺大雄宝殿本尊釈迦如来坐像の像内に五臓六腑と鏡が納入されることが判




























彫像基礎資料 四―」（『東風西声』7、2012 年 3 月）。
8） 田辺三郎助『江戸時代の彫刻』（『日本の美術』506、至文堂、2008 年 7 月）。
131ラトビア国立美術館所蔵の釈迦如来坐像について













　図版は、図 1 − 8 を法政大学国際日本学研究所よりご提供いただき、図 9 は
九州国立博物館編『黄檗―京都宇治・萬福寺の名宝と禅の新風』図録（西日























On Seated Sakyamuni Collected 
in the Latvian National Museum of Art
JINNO Yuta
This paper is a report concerning on Seated Sakyamuni collected in the 
Latvian National Museum of Art. As a result of the survey, this statue would 
be made by the Chinese Buddhist sculptor in the late 17th century or the early 
18th century, since its characteristics like a design and structure accord with 
those of Obaku style sculpture. Detailed history of this sculpture is unknown, 
but it is a valuable example of the sculptures made in the late Ming Dynasty 
and the early Qing Dynasty housed in European countries.
